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2Hp-8 高齢者の社会貢献活動についての一考察

一大阪市内で行われている自然環境学習を事例としてー
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【目的】学校、地域、家庭における環境学習が重要視されている。また、高齢者の人材活

用や積極的な社会参加、生涯学習が求められている。このような状況で、高齢者が自らの

余暇時間を活用し、自然体験行事や多彩な自然とのふれあいなどを組み込んだ自然環境学

習の指導者になることが期待できる。本研究では、高齢者が指導する自然環境学習を取り

上げ、高齢者から指導を受けた参加者の自然とのふれあいや世代間交流の状況を把握し、

高齢者が活動する場の必要性と自然環境学習に対する高齢者の人材活用の意義を考察した。

【方法】（社）大阪自然環境保全協会が主催する自然活動リーダー養成実践講座「大阪シ

ニア自然大学」の修了生か指導する自然環境学習のうち、２つの活動を取り上げ、調査を

行った。１つは、高齢者が小学校における総合学習として行われた自然観察を指導する活

動で、調査対象は大阪市立 Ｋ 小学校５、６年生。２つ目は、大阪市環境学習センター主

催で行われた親子向け自然体験行事を指導する活動であり、調査対象は、行事に参加した

保護者である。

【結果】２つの調査の対象者は、共に核家族が多く、花や木の名前を教わるなど自然に関

する話を子供にしてくれる人は、学校の先生もしくは家族であり、その他の人から話を聞

く機会はほとんどないことがわかった。また、両調査対象者共に、中高年者からの指導を

歓迎している。高齢者が指導者となって行う自然環境学習は、高齢者の人材活用、社会参

加が期待できるだけでなく、世代間交流の場として評価できる。

2Hp-9 近畿圏における育児支援関連共用施設・サービス付き集合住宅の動向

一過去7年間（1994-2000）の推移一
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【目的】近年、都市・都市近郊部では、託児室やキッスルーム、ベビーシッター派遣や家

事代行サービスなどの、育児支援に関連する新しい共用施設・サービスを附帯する集合

住宅が供給されるようになっている。本研究では、過去７年間に住宅情報誌に掲載され

た近畿圏の集合住宅の共用施設とサービスを取り上げ、それらの動向を把握するととも

に、各々の内容についての特徴と傾向を明らかにすることを目的とする。

【方法】調査は1994年～2000年の『週刊住宅情報（関西版）』毎月第１週号を対象に、託

児室・キッスルームなど育児支援に直接的・間接的に関連のある共用施設・サービスを

附帯する集合住宅について、共用施設・サービスの内容などをデータペース化し、分析

を行なった。

【結果】各施設･サービスとも96年から99年の間に設置率が上昇していた。施設関係にお

いては、特にキッスルームの設置率が集会室と兼用のものを合わせ、大きく上昇してい

る。託児室、ベビーシッター派遣など、保育に関する施設･サービスの設置率も上昇し

ていた。また、規模別に見ると総戸数が多いほど設置率が高くなっており、300戸以上

の集合住宅では設置率が約40％、400～500 戸では約50% 、500戸以上の大規模集合住宅

では70％以上となっている。総戸数が多いほどフロントサービスとキッスルームの設置

率は高くなっており、託児室も増加傾向にあることが明らかになった。
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